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Ⅰ．概要 

 
 保育ホームページ（保育パワーアップ研究会）の制作、WEB園児支援システム（Webア
プリケーション）の開発、過去データ（紙ベースで集積）の投入、システムの普及活動と

システム活用状況の評価を行った。また、開発したシステムの有効性を検証した。 
 
１．保育ホームページ（保育パワーアップ研究会）の制作 

平成22年度に作成したホームページを、保育専門職のニーズにより近く、使いやすい構

成となるようリニューアル、及び、コンテンツの追加を行った。ホームページの名称は「保

育パワーアップ研究会」、URLは http://childnet.me/ であった。追加したコンテンツは、

「気になる子どもの実践例と評価」「根拠に基づくツール活用法」「WEBを活用した園児

支援システム紹介」「保育パアーアップメンバー紹介」「リンク集」「保育パワーアップ

相談室」「Facebookページ：保育パワーアップ研究会」の7点であった。保育パワーアップ

相談室は、保育e-ラーニングのパイロットページとして作成した「電子掲示板システムによ

るQ&Aコーナー（平成23年11月設置）」である。 
 
２．WEB園児支援システム（Webアプリケーション）の開発 

平成22年度にセールスフォースのプラットホーム（クラウド環境）に設置した３つのツ

ール（一般発達評価ツール、社会的スキル尺度、気になる子ども支援ツール）に加え、さ

らに2つのツール（育児環境評価ツール、保育環境評価ツール）をWebアプリケーション化

し設置するとともに、「体験版システム」と「システム活用マニュアル」を作成した。 
 
３．過去データの投入 

紙媒体で集積していたコホートデータを活用するために、過去データの成形作業を行い

システムに投入した。投入したデータは、78か園、35,608名分の園児データであった。こ

れにより、子どもの発達状況や育児環境を、全国平均、園平均と比較して視覚的に確認す

ることが可能となった。また、園全体の子どもの発達状況や育児環境を全国平均と比較し

て視覚的に確認することが可能となった。 
 
４．システム普及活動と活用状況の評価 

開発したシステムの普及と活用状況の評価のため、保育所訪問、および、研修会を

行った。 
 
５．WEB園児支援システムの有効性の検証 
 保育専門職のヘルスリテラシーに焦点をあて，「WEB活用園児総合支援システム」の有

効性を検討した。システム開発および活用のために開催した10回の会議記録を分析の対象

とし、内容分析法を用いてカテゴリ化し、カテゴリの類型化を行った。分析の枠組みには，

Don Nutbeamの3つのヘルスリテラシーを使用した。本システムの有効性は，Nutbeamが

提唱する3つのリテラシー「機能的ヘルスリテラシー」「相互作用的ヘルスリテラシー」「批

判的ヘルスリテラシー」に整理され，保育専門職のヘルスリテラシーの向上につながるこ

とが示唆された。 
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Ⅱ．実装活動の具体的内容  

 
１．保育ホームページ（保育パワーアップ研究会）の制作 
 
（１）ホームページの構成および追加コンテンツ 

平成22年度に作成したホームページの構成は、「トップページ」「根拠に基づく保育

実践」「根拠に基づくツール」「資料」であった（図１）。これを、「トップページ」

「根拠に基づく保育とは」「根拠に基づく実践とは」「根拠に基づくツール」「気にな

る子どもの実践例と評価」「根拠に基づくツール活用法」「WEBを活用した園児支援シ

ステム紹介」「保育パアーアップ研究会メンバー」「リンク集」「保育パワーアップ相

談室」「Facebookページ：保育パワーアップ研究会」の構成とした（図2）。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 平成22年度作成ホームページの構成 
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図2 平成23年度作成ホームページの構成 
 
 
 
 
（２）ページデザインと内容 

保育専門職のニーズにより近く、保育専門職にとって使いやすいデザインへと変更を行

った。 
ホームページのタイトルは「保育パワーアップ研究会」、URLは「http://childnet.me/」、

具体的には下記のような画面イメージと内容であった。 
 

①トップページ http://childnet.me/ 
トップページは、「はじめに」「おしらせ」「WEBを活用した園児支援システム」

「保育パワーアップ研究会について」「書籍紹介」で構成した。ページの筆頭に「お
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しらせ」を掲載することで、訪問者がすぐに最新の情報にアクセスすることができる

よう配慮した。また、代表者の所属を明記し、挨拶文の掲載することで、訪問者に安

心感を持ってもらうよう配慮した。 
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②根拠に基づく実践とは http://childnet.me/ebcc.html 
 「プロとしての根拠に基づく実践とは」「実践のポイント」「根拠と評価・気づき」

「根拠に基づく実践の意義と効果」で構成した。まず、保育専門職に対する科学的根

拠に基づく実践システムの確立が求められていることを、保育専門職に伝わりやすい

平易な言葉で記述し、求められている実践とはどのようなものなのか、ポイントを絞

って記述した。画面のイメージは下記の通りである。 
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③根拠に基づくツール http://childnet.me/tools.html 
  「根拠に基づく５つのツール」「総合的な子育ち・子育て支援のために」「評価ツ

ールの可能性」で構成した。５つの支援ツール（発達評価ツール、社会的スキル尺度、

気になる子ども支援ツール、育児環境評価ツール、保育環境評価ツール）を紹介する

とともに、「子育ち子育て支援への活用」「ツールの可能性」を記載した。各ツール

をPDF形式でダウンロードできるようにし、ツールの構成や内容を把握できるような

配慮をした。 
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④気になる子どもへの実践例と評価 http://childnet.me/model.html 
 「気になる子ども評価ツールの考え方」「評価ツールの活用法」「実践事例」で構

成した。まず、なぜ気になる子どもを評価するのかを示した上で、気になる子どもを

「気にする」ときのポイントを具体的にしめした。次に、評価ツールの具体的な活用

方法を示し、ツールを活用した実践事例を紹介した。 
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⑤根拠にもとづくツール活用法 http://childnet.me/use.html 
 「根拠に基づくツールの活用法」「子どもの発達を保護者と共有する」「育児相談

に活用する事例」で構成した。評価ツールを実践でうまく使うためのポイントを明記

した上で、ツールをうまく活用している事例を紹介した。 
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⑥WEB園児支援システム http://childnet.me/web.html 
 まず、なぜ子どもの情報をクラウド環境下で活用するのかを明記したうえで、開発

したWEB園児支援システムについて、ポイントを絞って紹介した。また、体験版活用

へとスムーズに進めるよう、体験版活用連絡先を掲載した。 
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⑦保育パワーアップメンバー http://childnet.me/web.html 
 本プロジェクトのメンバーを紹介することで、訪問者に安心して利用いただけるよ

う配慮した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧リンク集 http://childnet.me/web.html 

 子育ち子育て支援に関係するサイトをあつめ、リンク集を作成した。 
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⑨保育パワーアップ相談室 http://childnet.me/yybbs/ 
 保育e-ラーニングのパイロットページとして作成した「電子掲示板システムによる

Q&Aコーナーとして作成した。 
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⑩Facebookページ http://childnet.me/yybbs/ 
 広く情報を発信し、WEB園児支援システムを広めていくため、Facebookページを作

成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）WEB園児支援システム（Webアプリケーション）の開発 

 
平成22年度にセールスフォースのプラットホーム（クラウド環境）に設置した３つの

ツール（一般発達評価ツール、社会的スキル尺度、気になる子ども支援ツール）に加え、

さらに2つのツール（育児環境評価ツール、保育環境評価ツール）をWebアプリケーショ

ン化し設置するとともに、「体験版システム」と「システム活用マニュアル」を作成し

た。開発したシステムの全体的な基本要件は下記の通りとした（図3）。また、使用でき

る端末、認証、アクセス権は図4の通りとした。 
 

 
 保育園、幼稚園、こども園は、園ごとにカスタマーポータル（C/P）用のIDが付与

され、園ダッシュボードから各ツールにアクセスし、園児情報の入力とレポートの

閲覧ができる。 
 保護者は園が設定したパスワードから個人調査票にアクセスし、育児環境情報の入

力ができる。 
 研究会はforce.comの認証が適用され、詳細な分析レポートの作成や、匿名化された

データのエクスポートができる。 
 画面インタフェースは3パターン（園用、保護者用、研究会用）を用意した。 
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図3 WEB園児支援システム基本要件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4 端末・認証・アクセス権 
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①育児環境評価ツール 
 
a. 携帯電話からフォーム画面へアクセス 
   QR コードまたはテキストでURL を入力し、フォーム画面へアクセスする。 
 
b. フォームの各項目を入力 
 

 
プルダウンから選択する、チェックボックスで

複数選択する、また 
は自由記述欄に入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
c. すべての項目を入力し、登録内容確認画面へ移る。 
 

 
[登録内容確認画面] ボタンを押下すると、確認

画面が表示される。 
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d. 内容を確認し送信する。 
 

園と、入力した保護者の携帯電話へ確認メール

が送信される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
e. 保護者からフォームが送信されると、各園のシステムに届き、保護者が入力したフォー

ム内容によって、2 通りの作業に分かれる。 
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f. 保護者が入力したフォームの内容とシステムのデータベースが一致していた場合 
 

 
保育者は、保護者が入力した内容を確認し、

「定期調査」または「随時調査」として登

録する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
g. 保護者が入力したフォームの内容とシステムのデータベースが不一致の場合 
 

 
 クラスをプルダウンから選択し、続けて園

児氏名をプルダウンから選択し、最後に 「指

定する」」ボタンを押す。園児情報が登録さ

れていない場合は、新規に個人調査票を作成

することができる。 
 
 内容を確認し、「定期調査」または「随時

調査」を選択して登録する。 
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②保育環境評価ツール 
 
a. 保育環境評価ツールをスタート 
 ダッシュボード、または、個人調査票から調査ツールに入る。 

 
b. 各項目の設問に回答する。 
 

 
「×実施なし」「○ほぼ実施」「△今後実施予

定」それぞれ該当する項目をタップする。設問

には解説が用意されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
c. 園やクラスで共通する設問はクリップボード機能によりコピーと貼り付けができる。 

 
 
現在調査中の回答内容をクリップボードに「コ

ピー」すると、他の園児の調査の際に「貼り付

け」ることができる。 
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③体験版システムとシステム活用マニュアル 
 体験版システムは、下記に用意した。 
   URL  https://login.salesforce.com/  
 ユーザー名 demo01@childnet.me 
 パスワード tsukuba 
 
活用マニュアルを下記のように作成した。 
 
● WEB園児支援システム閲覧の仕方 
  http://childnet.me/WEB01.pdf 
 
● WEB園児支援システム入力の仕方 
  http://childnet.me/WEB02.pdf 
 

 

https://login.salesforce.com/
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（３）過去データの投入 
紙媒体で集積していたコホートデータを活用するために、過去データの成形作業を行い

システムに投入した。投入したデータは、78か園、35,608名分の園児データであった。こ

れにより、子どもの発達状況や育児環境を、全国平均、園平均と比較して視覚的に確認す

ることが可能となった。また、園全体の子どもの発達状況や育児環境を全国平均と比較し

て視覚的に確認することが可能となった。比較イメージは下記の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
 
 
実装支援プログラム 年度報告書 様式 
 

 【120401】 
 
 

20 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
実装支援プログラム 年度報告書 様式 
 

 【120401】 
 
 

21 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
実装支援プログラム 年度報告書 様式 
 

 【120401】 
 
 

22 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
実装支援プログラム 年度報告書 様式 
 

 【120401】 
 
 

23 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）システム普及活動と活用状況の評価 

①保育所訪問 
開発したシステムの展開向け、全国35か園（3月に1か所訪問したため2月提出書類よ

り1園増加）を訪問し、システムの特徴や使い方、保育実践の場での活用方法に関する

説明、及び、演習を行った。説明、演習のあと、WEB園児支援システムをより良いも

のにしていくための意見交換を行った。訪問後は、電話、e-mail、ホームページ等でサ

ポートを行った。 
 

②WEB園児支援システムの普及と保育専門職の資質向上支援（ワークショップ） 
 保育を必要とするすべての子ともたちの健やかな育ちの保障と保育に携わる専門職

の資質向上を目的とした保育研修会（ワークショップ）を開催した。保育研修会の内

容は「経験的根拠」と「科学的根拠」に基ついた保育評価と保育実践のあり方の講演

とグループワークであった。参加者は、園長、主任、保育士、保育専門官、研究者、

学生など65名であった。 
 

③WEB園児支援システム活用状況の評価 
 過去データのある園32園、新規園6園、合計38園が本システムの導入を行った。体験

版システムを申請した園は11園（うち6園より正式な導入申請あり）であった。 
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（５）WEB園児支援システムの有効性の検証 
  「ヘルスリテラシーからみたWEB活用園児総合支援システムの有効性に関する研究」 
 
Ⅰ. 目的 

少子高齢化を迎え，ますます孤立した子育てについて，質的にも量的にも十分な支援策

を講じることが喫緊の課題となっている。発達障害や虐待など特段の配慮を要する子ども

の増加は社会問題となっており，子育て支援にかかわる専門職への社会の期待は高まるば

かりである1,2)。保護者と子どもを日常的に支えつつ虐待予防や障害児支援を展開すること

は国の重要施策の一つであり，新保育所指針では，保育の質向上に向けた「根拠に基づく

支援」「評価」「自己点検」の重要性を強調している3)。保育の質向上への大きな転機を迎

えた保育実践の場では，多くの保育専門職が，「子どもの気になる行動」や「保護者のサ

イン」をどのように受け止め，判断し，実践し，評価すべきか日々悩みながら活動してい

る。 
我々は12年にわたるコホート研究により，子どもの健やかな成長に影響する要因と支援

のあり方を科学的に分析してきた。そして，５つのツール（一般発達評価票，気になる子

どもチェックリスト，社会的スキル尺度，育児環境評価票，保育環境評価票）を開発する

とともに，その根拠を実践で生かす方法について整理した1,2)。これらは，保育実践の場な

どで活用され，質の高いケアの実践に役立つこと1,2)，また，発達障害の早期把握と支援4)，

虐待予防5)などに役立つ事が実証されている。しかし，現状の課題を解決するためには，５

つのツールと支援設計を「より活用しやすい形」「成果を視覚的にとらえやすい形」「柔

軟性および汎用性の高い形」で提供する必要がある。また，園児情報，育児環境情報，保

育情報を継続的に収集し分析することにより，さらに強固な根拠を生み出し，継続的かつ

着実な保育の質向上のサイクル展開が求められる。そこで，これら５つのツールと支援設

計をクラウド環境下で活用する「WEB活用園児総合支援システム（以下，本システム）」

を開発した。 
健康情報の保管と活用に情報通信技術を活用する目的のひとつは，「健康情報のもつ力

を最大限に発揮させ，生涯にわたって健康管理に役立てる」ことである6）。ヘルスリテラシ

ーの概念によく似ている。ヘルスリテラシーとは，「健康増進や維持に必要な情報にアク

セスし，理解し，利用していくための意欲や能力」と定義される7)が，これには，「他者の

健康情報を扱う専門職（以下，専門職）」が，「他者のために健康増進や維持に必要な情

報にアクセスし，理解し，利用していくための意欲や能力」も含まれる。 
そこで本研究では，保育専門職のヘルスリテラシーに焦点をあて，「WEB活用園児総合支

援システム」の有効性を検討した。 
 
 
Ⅱ. 対象と方法 
１．対象 

本研究は，記録物分析法による質的研究である。本システムの開発のために開催した全

10回の要約逐語記録を分析の対象とした。会議の開催日は平成22年9月から平成23年10月，

参加者は保育士，保育園連盟役員，保育管理職などの保育専門職，乳幼児に関する研究を

専門とする研究者，システム開発専門家であった（表1）。 
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表1  WEBを活用した園児総合支援システム開発会議の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．分析の方法 

まず，全10回の要約逐語記録から，テーマに照合して，会議に参加した各メンバーの反

応（発言）を加味しながら，重要な成句（重要フレーズ）を抽出した。次に，内容分析法10)

を用いて，抽出した重要フレーズを類型化し，類型ごとにサブカテゴリと重要カテゴリを

抽出した。抽出されたカテゴリで同質のものは一つにまとめた。分析の枠組みには，Don 
Nutbeam が提唱した3つのヘルスリテラシー11)を使用した。 

3つのヘルスリテラシーとは，「機能的ヘルスリテラシー（Functional literacy）」「相

互作用的ヘルスリテラシー（Interactive literacy）」「批判的ヘルスリテラシー（Critical 
literacy）」である。「機能的ヘルスリテラシー」とは，日常生活場面での健康に関連した

情報について理解できる能力と定義される。「相互作用的ヘルスリテラシー」とは，日常

的な活動に活発に参加し， 様々な形式のコミュニケーションから情報を入手したり，意

味を引き出し，新しい情報を変化する環境へ適用するために利用される能力と定義される。
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「批判的ヘルスリテラシー」とは，情報を批判的に分析し，この情報を日常的な出来事や

状況をよりコントロールするために使用することに適用される能力と定義される。 
重要アイテムの類型化，及び，抽出したサブカテゴリ，重要カテゴリは，重要アイテム

の意味することと，類型化及びカテゴリの抽出にずれがないことを，複数の研究者により

確認した。 
 
３．倫理的配慮 

本システムの開発のために開催した全10回の会議に参加したメンバーには，本研究の目

的，方法，成果，名前や所属などの情報が外部に出ないこと，会議への参加や会議記録を

分析に使用することでいかなる不利益も受けないことを口頭で説明し，研究への同意を得

た。 
 
Ⅲ. 結果 
 内容分析の結果，「機能的ヘルスリテラシー」「相互作用的ヘルスリテラシー」「批判

的ヘルスリテラシー」の３つの重要カテゴリ、さらにその中で11のサブカテゴリに整理さ

れた（表2）。 
 
１．機能的ヘルスリテラシー 

「機能的ヘルスリテラシー」には4つのサブカテゴリが抽出された。「根拠に基づくツー

ルにより情報収集」「情報の正確かつ適切な利用」より＜情報の選定＞が抽出された。「保

育専門職の個人的な思い込みをなくす」「個人，クラス全体，園全体の特徴と全国平均の

比較」より＜情報の客観的理解＞が抽出された。「子どもの発達を運動発達，社会性発達，

言語発達から理解」「保育環境を子どもと保護者の多様なニーズから理解」などより＜情

報の体系的理解＞が抽出された。「子どもと子どもを取り巻く環境を5つの支援ツールによ

り理解」より＜情報の複合的理解＞が抽出された。 
 

２．相互作用的ヘルスリテラシー 
「相互作用的ヘルスリテラシー」には2つのサブカテゴリが抽出された。「保育専門職，

他職種，保護者間のすばやい情報共有」「子どもの特徴をわかりやすく示す」「保育専門

職同士が課題を共有」より＜情報共有＞が抽出された。「子どもの特徴や保育状況などの

質的データを集積」「必要な情報プラスαがわかる」より＜情報の補完＞が抽出された。 
 

３．批判的ヘルスリテラシー 
 「批判的ヘルスリテラシー」には5つのサブカテゴリが抽出された。「瞬時に視覚的にフ

ィードバックされることにより目標を明確にすることができる」「配慮を要する子どもの

早期把握・早期支援」より＜目標の明確化＞が抽出された。「根拠に基づく保育方針決定」

「質の高い保育方法が分析可能」「一人ひとりの園児の根拠に基づく保育方針決定」より

＜根拠に基づく支援＞が抽出された。「専門職自身のケアの評価」「保育支援のフィード

バック」より＜活動の評価＞が抽出された。「継続的かつ着実な情報管理」「生涯にわた

る個人の健康管理」より＜継続的な情報活用＞が抽出された。「乳幼児期と学童機の関連

を評価し，影響要因の分類，選定，考察が可能となる」より＜関連・因果関係の検証＞が

抽出された。 
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表2  ヘルスリテラシーからみたWEB活用園児総合支援システムの有効性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ. 考察 
１．保育専門職のヘルスリテラシー向上からみた有効性 

保育専門職のヘルスリテラシーは，「機能的ヘルスリテラシー」「相互作用的ヘルスリ

テラシー」「批判的ヘルスリテラシー」の３つの重要カテゴリに整理された。「機能的ヘ

ルスリテラシー」として「情報の選定」「客観的理解」「体系的理解」「複合的理解」，

「相互作用的ヘルスリテラシー」として「情報の共有」「情報の補完」，「批判的ヘルス

リテラシー」として「保育目標の明確化」「根拠に基づく保育」「保育評価」「継続的な

情報活用」「関連・因果関係の検証」などの保育専門職のヘルスリテラシーの向上につな

がることが示唆された。 
ヘルスリテラシーは，ヘルスプロモーションの新しい概念であり，健康教育やコミュニ
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ケーション活動のアウトカムを構成する用語であるとされ11)，Healthy People 2010や健康

日本21などの健康政策の中に位置づけられてきた。バンコク憲章では，情報通信技術の強

化を含むグローバル化を健康増進と健康リスク軽減の新たな好機としてとらえ，高めるべ

き能力の一つに「ヘルスリテラシー」をあげている12）。また，Healthy People 2020では，

「従来の印刷出版型の普及媒体にかわって，対話型ウェブサイトを活用すること」「ユー

ザーが個々の必要性に応じ，情報や根拠を得ることのできるウェブサイトを維持すること」

などが新たな特徴にあげられている13)。保育支援を含めたこれからのヒューマンサービスに

は，ヘルスリテラシー向上に向けた情報通信技術の効果的な活用が求められる。保育専門

職のヘルスリテラシー向上につながる本システムの活用は，これからの子どもと保護者へ

のよりよい保育支援に効果を発揮すると考えられる。 
 また，3つのヘルスリテラシーのサブカテゴリに注目すると，「情報の選定と理解」「情

報の共有と補完」を経た「保育目標の明確化，保育，評価」「継続的な情報活用」「関連・

因果関係の検証」という，PDCAサイクル（plan-do-check-act サイクル）が確認できる。

PDCAサイクルは，業務を継続的に改善するマネジメント手法の一つとして知られており，

保育者が子どもの発達記録をPDCAサイクルとして保育計画に生かすための発達記録シス

テム機能や施策の必要性が述べられている14)。PDCAサイクル展開につながる本システムの

活用は，継続的かつ着実な保育の質向上のサイクル展開に効果を発揮すると考えられる。 
 
２．本研究の限界と可能性 

本研究はシステム開発のために開催した会議の詳細な記録を用いて，ヘルスリテラシー

から見た有効性を整理したものである。今後，本システムを実践の場に導入した上での評

価が求められる。 
しかし，健康情報の保管と活用に情報通信技術を活用することに関する現在の研究は，

長期にわたる包括的な情報管理15,16)や，田舎や恵まれない環境にある人たちへのケアの質向

上17)，感染症拡大防止18)など，ある側面からみた保健医療の質向上の視点での評価が主であ

る。ヘルスリテラシー向上につながる本システムの開発と評価は，実践と研究の新たな展

開に一石を投じる可能性をもつ。「健康情報のもつ力を最大限に発揮し，生涯にわたり個

人の健康管理に役立てる」というヘルスリテラシーの目的達成が期待される。 
 
Ⅴ. 結語 
 本システムは，「機能的ヘルスリテラシー」「相互作用的ヘルスリテラシー」「批判的

ヘルスリテラシー」の視点から保育専門職のヘルスリテラシーの向上につながることが示

唆された。本システムの活用により，ヘルスプロモーションの理念に則った質の高い保育

実践の実現，継続的かつ着実な保育の質向上のサイクル展開が期待される。 
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３．理解普及のための活動とその成果 

(1)保育所等訪問による普及活動 

 ＜概要＞ 
 近年，情報通信技術を利用して，健康情報を保管し活用する動きが進んでいる。これは，

「健康情報のもつ力を最大限に発揮させ，生涯にわたって個人の健康管理に役立てるため」

である。しかし，目的達成に向かっているかどうか，その評価が十分であるとは言いがた

い。そこで，12年間のコホート研究による科学的根拠に基づいて開発された子どもの発達

支援ツール（発達評価，社会的スキル，養育環境など）をWEB上で活用するシステム「WEB
園児管理システム」を開発した。今回は，開発したシステムの展開に向け，特徴や使い方

などの説明、システム活用に関するサポートを行うために保育所を訪問した。 
 

年月日 名称 場所 
社会的イ

ンパクト 
23.10.3 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 保育所聖愛園 7名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 夜間保育所あすなろ 7名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 ひらのドリーム園 3名 

23.11.4 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 保育所聖愛園 8名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 夜間保育所あすなろ 8名 

23.11.11 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 金沢市教育プラザ 60名 

23.11.12 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 双葉題に保育園 3名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 野町保育園 4名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 野町夜間保育園 4名 

23.11.28 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 春岡夜間保育園 5名 

23.11.29 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 住吉第二保育園 9名 

23.12.2 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 夜間保育園ドリーム 4名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 しいの実保育園 7名 

23.12.19 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 四恩みろく保育園 3名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 四恩みろく2夜間保

育園 
3名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 四恩るり保育園 3名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 四恩乳児保育園 3名 
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 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 四恩るり2乳児保育

園 
3名 

23.12.30 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 飛島保育園 6名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 飛島第一保育所 13名 

23.12.26 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 どろんこ保育園 6名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 第2どろんこ夜間保育

園 
6名 

23.12.26 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 小倉北ふれあい保育所

（夜間部） 
6名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 小倉北ふれあい保育所

（乳児部） 
6名 

24.1.6 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 千代夜間保育園 12名 

24.1.12 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 第2やくおうえん 4名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 エール保育園 8名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 青い鳥保育園 8名 

24.1.24 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 高松保育園 11名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 高松第2保育園 11名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 熊本夜間保育園 7名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 島地シティ保育園 7名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 佐世保ステーション 12名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 グランマの家保育園 14名 

 WEB園児管理システム展開にむけた保育所訪問 松山市保育課 31名 

 

(2)研修会、講習会、観察会、懇談会、シンポジューム等 

年月日 名称 場所 概要 
社会的

インパ

クト 
23.5.12 WEB園児管理シ

ステム打ち合わせ

会議 

保健福祉研究所

（六本木） 
過去データの投入、WEB園

児支援システムシミュレー

ション版作成に関する打ち

合わせ 

4名 

23.6.23 WEB園児管理シ

ステム打ち合わせ

会議 

保健福祉研究所

（六本木） 
過去データ投入の課題検討、

WEB園児支援システムの論

点整理 

4名 
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23.6.26 保育パワーアップ

WEB研究会 
東洋大学白山キ

ャンパス 
各ツールの仕様変更点の共

有 
18名 

23.8.5 WEB園児管理シ

ステム打ち合わせ

会議 

筑波大学 ホームページを使用した活

用支援、アラートメッセー

ジ、過去データの投入に関す

る検討 

4名 

23.10.2 保育パワーアップ

WEB研究会 
保育所聖愛園 システムの内容について、シ

ステムの使いやすさにつち

え、システムの活用について

のディスカッション 

5名 

23.2.12 保育パワーアップ

WEB研究会 
サイエンスプラ

ザJSTホール 
WEB園児支援システム管制

版と活用状況、連携システム

に関する説明 

25名 

23.2.12 保育研修会 
「根拠に基づく室

の高い子育ち子育

て支援」 

サイエンスプラ

ザJSTホール 
「経験的根拠」と「科学的根

拠」に基づいた保育評価と保

育実践の 
あり方を，わかりやすく説明

いたします。保育を必要とす

るすべての子どもたちの健 
やかな育ちの保障と，保育に

携わる専門職の資質向上に

資する。 

65名 

 
 

(3)新聞報道、TV放映、ラジオ報道、雑誌掲載等 

   ①新聞報道 
   ●パステルIT新聞 2011年7月号掲載 
    「子どもの情報を継続的に収集・分析 科学的根拠に基づく保育」 
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   ●パステルIT新聞 2012年4月号掲載 
    筑波大学大学院 国際発達ケア研究室が主催 
    「根拠に基づく保育を考える」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4)WEBサイトによる情報公開 

    保育パワーアップ研究会ホームページにて情報公開 
  http://childnet.me/ 
 

(5)学会発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 

   ②ポスター発表 （国内会議 2 件、国際会議   件） 
 渡辺多恵子、インターネットを活用した園児総合支援システム −根拠に基づ

く支援ツールを活用した園児情報の集積と活用のシステム化−、第64回 日本

保育学会、玉川大学（東京）、2011年5月21日〜22日 
 渡辺多恵子、WEBを活用した園児総合支援システムの開発 - 園児情報の電

子化と基本概念の整理 –、第70回 日本公衆衛生学会、秋田アトリオン（秋

田）、2011年10月19日〜21日 
 

(6)その他特記事項  

論文 
「ヘルスリテラシーからみたWEB活用園児総合支援システムの有効性に関する研究」 
 投稿中 
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